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１．開催日時  令和２年７月１０日（金）午後１時３０分から午後３時３０分 

 

２．開催場所  東近江市役所 新館３１３、３１４会議室 

 

３．出席委員  ２１人   欠席委員 ０人 

議席番号 出欠 議席番号 出欠 

１ 出 １２ 出 

２ 出 １３ 出 

３ 出 １４ 出 

４ 出 １５ 出 

５ 出 １６ 出 

６ 出 １７ 出 

７ 出 １８ 出 

８ 出 １９ 出 

９ 出 ２０ 出 

１０ 出 ２１ 出 

  ２２ 出 

議長 （会長）  

 

４．議事日程 

 

  第１ 議事録署名委員の指名 
 

第２ 議事上程 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第４号 東近江市農用地利用集積計画（案）について 

議案第５号 東近江農業振興地域整備計画の一部変更について 

議案第６号 土地改良事業に係る非農用地区域の設定について 

報告第１号 農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用届出の報告につ

いて 

報告第２号 農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出の報告につ

いて 

報告第３号 農地法第３条の３第１項の規定による届出の報告について 

     報告第４号 農地の貸借権の合意解約の報告について 
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５．事務局職員 

 

農業委員会事務局 

局 長 参 事 

主 幹 主 事 

 

 

    農業水産課 

主 幹 主 事 

  

 

 

 

 

６．会議の内容 

 

議 長  ただ今から、令和２年度第４回、７月期の月例総会を開会致します。 

現在の出席者数は２１名であり、この総会は成立致します。 

      日程第１は、議事録署名委員の指名であります。 

議席番号１９番〇〇〇〇委員、２０番〇〇〇〇委員を指名致します。 

 

議 長  日程第２は、議事の上程であります。 

 

議 長  最初に、議案第１号「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を 

議題と致します。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第１号農地法第３条第１項の規定による許可申請について、農地法第３条

第１項の規定に基づき、農地の権利を移転又は設定したい旨、次のとおり申請

があったので、許可することについて意見を求めます。 

 

事務局  今回、１４件の申請があり、申請人及び申請地につきましては議案書に記載の

とおりです。 

     契約の種類につきましては、番号１と番号４、番号６から番号８、そして番号

１１から番号１４が売買です。番号２と番号３、そして番号９と番号１０が交

換です。番号５が贈与です。 

     なお、番号１１につきましては、社会福祉法人が本来農地を所有することはで

きませんが、農地を園児の学習農園として利用するために、所有権移転される

申請であり、農地法第３条第２項ただし書き、農地法施行令第２条第１項第１

号より、例外的に許可でき、下限面積要件も除かれます。 

     番号１１を除く案件については、譲受人の取得後においての耕作面積は下限面

積を上回っております。 

いずれの案件も譲受人は地域の農業を理解しており、水利調整、共同作業等協
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力するとのことで、周辺地域との調和要件について問題ないと考えます。 

また、農作業に必要な農機具について、番号１１を除く案件の譲受人は、トラ

クター、コンバイン、田植機、乾燥機、籾摺機、トラックを所有又は営農組織

と共同利用しておられます。経営農地について、番号１、番号６、番号７、番

号９、番号１０の譲受人は世帯二人、番号２、番号３、番号５、番号８、番号

１２、番号１４の譲受人は世帯三人、番号４は世帯四人で耕作され、各申請の

それぞれにおいて全部効率利用の面で問題ないと考えます。 

これらのことから、農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件の

すべてを満たしていると考えます。 

     また、地区の担当農業委員からも確認書を提出いただいており、問題はないと

考えます。 

 

以上、ご審議よろしくお願いします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。それでは審議に入ります。 

１番について、何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

  それでは、２番と３番は交換です。何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、４番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、５番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、６番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、７番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、８番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、９番と１０番は交換です。何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、１１番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、１２番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、１３番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、１４番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第１号の１番から１４番につきまして採決に移ります。 

本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 
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議 長  全員賛成と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

議 長  次に、議案第２号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」を議

題と致します。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  それでは、議案第２号農地法第４条第１項の規定による許可申請について、農

地を転用したい旨、次のとおり申請があったので、許可することについて意見

を求めます。 

 

事務局  番号１について、ご説明いたします。 

本件は、一式町に居住する者が、自ら所有する一式町地先の農地４筆、面積７

０８平方メートルの土地を駐車場として利用する為に転用の申請があったもの

です。 

申請地は、市立市原小学校から北西へ約１．４キロメートルに位置し、周囲を

畑、宅地、雑種地、道路、排水路に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、申請人は一式町に居住しており

ますが、子どもの成長に伴い車の所有台数も増え、現状の敷地内では手狭とな

ったことから駐車場整備を検討された結果、利便性を考慮し申請人の自宅から

近い当該申請地を選定されました。 

土地の利用計画については、自家用車１０台と来客用２台の駐車場として利用

される計画であります。 

土地の造成計画につきましては、現状地盤の表土３０センチメートルを鋤取り

後、砕石３０センチメートル盛土をして整地されます。雨水については、浸透

処理されます。 

申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の日常生活上必要な施設で、集落に接続して設置され

るものであることから、例外的に許可できるものです。 

資金については、全額自己資金にて調達され、添付書類についても問題はあ

りませんでした。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

     番号２についてご説明いたします。 

本件は、蒲生堂町に居住する者が、自ら所有する蒲生堂町地先の農地１筆、面

積３８平方メートルの土地を離れとして利用する為に転用の申請があったもの

です。 

なお、本案件につきましては昭和６３年頃に、申請者が離れを建設する為造成

し利用していたとして、顛末書付きの申請となっています。 

申請地は、市立蒲生北小学校から南西へ約４００メートルに位置し、周囲を排

水路、道路、宅地に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、申請人は、申請地に隣接する母

屋に居住しておりますが、息子世帯と同居するに伴い手狭となったことから離

れの建設を検討され、申請人の母屋に隣接し利便性のよい当該申請地を選定さ

れました。 

     土地の利用計画につきましては、隣地の宅地にわたって建築面積が９２．１７
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平方メートルの離れとして利用される計画であります。 

土地の造成計画につきましては、顛末案件の為、現状のまま利用されます。雨

水については、敷地内において集水し道路側溝で処理することとしています。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

     集落に接続して設置される離れであることから、例外的に許可できるものです。 

資金については顛末案件の為、発生せず、一般基準においても基準に抵触する

ものはなく、他の添付書類についても特に問題はありませんでした。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号３についてご説明いたします。 

本件は、建部南町に居住する者が、自ら所有する北清水町地先の農地１筆、面

積５４平方メートルの土地を貸駐車場として利用する為に転用の申請があった

ものです。 

     なお、本案件については、農地法の許可を受けずに神社の駐車場として利用さ

れており、平成２１年に前所有者から遺贈により取得した時から現在のような

状態であったとして、顛末書付きの申請となっています。 

申請地は、市立湖東第三小学校から北西へ約１．３キロメートルに位置し、周

囲を道路に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、近くにある神社の駐車場として

使用するのに利便性が良く、引き続き駐車場として使用するため今回の申請に

至りました。 

土地の利用計画については、神社への参拝者用車両３台分の駐車場として利用

される計画です。 

土地の造成計画につきましては、現状のまま使用されます。雨水については、

道路側溝へ放流されます。 

申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の日常生活上必要な施設で、集落に接続して設置され

るものであることから、例外的に許可できるものです。 

資金については顛末案件の為、発生せず、添付書類についても問題はありませ

んでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

     いずれの案件も、一般基準において基準に抵触するものはなく、農地法第４条

第２項に基づき審査しましたところ、転用許可は相当と判断いたしました。 

 

     以上 ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

本案については、事前調査がなされておりますので、調査の報告を求めます。 

 

９ 番  ７月６日に〇〇〇〇委員と私と事務局で現地調査を行いました結果を報告しま

す。 
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     １番の駐車場ですが、申請人の自宅前の道路向かいに家族の自家用車と来客用

及び事業用車両の駐車場として利用されます。一部奥の予定地には、農舎敷地

を通じて通路が確保されています。また、承諾が必要になりますが、隣接する

排水路に橋を架ければ進入も可能です。特に問題はなく許可相当と判断します。 

 

     ２番の住宅離れですが、離れ建築時の顛末案件です。現在申請人の本屋を建て

替え中であり、土地の整理をする中で、離れの一部地の申請地が未許可である

ことが判明したとのことです。隣接水路があり、排水についても問題はないと

考えます。農地に戻すよりも、住宅離れ等に活用されることは止むを得ないと

判断します。 

 

     ３番の貸駐車場ですが、神社の駐車場として利用されている顛末案件です。申

請地の近くにも駐車スペースがありますが、狭いために以前から申請地を神社

の駐車場として利用されていました。今回、町外所有者が貸されるに当たり止

むを得ないと判断します。 

 

以上、調査報告とします。 

 

議 長  事務局の説明及び調査報告が終わりました。それでは、審議に入ります。 

1番について、何かご意見はございますか。 

 

議 長  私から伺いますが、１番の駐車場は排水路側からも出入りできるのですか。 

 

事務局  計画では、自宅の前面道路からの出入りで、奥の駐車場への通路を確保されて

います。 

 

議 長  分かりました。他に意見はございますか。 

（異議なし） 

  それでは、２番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

  それでは、３番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第２号につきまして採決に移ります。 

本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第３号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」を議

題と致します。 

  それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第３号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、農地法第５条

第１項の規定に基づき、農地を転用し農地の権利を移転又は設定したい旨、次

ぎのとおり申請があったので、許可することについて意見を求めます。 
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事務局  番号１についてご説明いたします。 

本件は、甲賀市に所在を置く電気工事の設計、施工等を営む法人が、大塚町地

先の農地３筆、面積２，０５１平方メートルの土地を売買により取得し、太陽

光発電施設として使用するために転用の申請があったものです。 

申請地は、私立ふたばこども園から南東へ約９００メートルに位置し、周囲を

田、畑、山林、原野、宅地用に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、太陽光発電施設の新設を検討し

ていたところ、土地所有者から土地活用の相談があり、日当たりがよく、近隣

に住宅が少ないことから、当該申請地を選定されました。 

土地の利用計画につきましては、横幅９９．１センチメートル、長さ１６５セ

ンチメートルで１枚あたり３１５ワット出力の太陽光パネルを１，２５６枚設

置し、総出力は３９６キロワットとなります。また、集めた電力を送電するパ

ワーコンディショナーを６台設置する計画です。 

土地の造成計画につきましては、現状のまま利用されます。雨水については、

既設管から道路側溝で処理するとしています。 

申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

第２種農地については、目的達成のための土地選定に代替性が見込まれる場合

は原則許可できませんが、代替性が見込めないことから例外的に許可し得るも

のです。 

資金については、全額自己資金で賄われ、法定書類も添付されており、その他

の書類についても特に問題はありませんでした。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号２についてご説明いたします。 

本件は、山上町に居住する者が、山上町地先の農地１筆、面積１，１２６平方

メートルの土地を売買により取得し、貸駐車場として使用するために転用の申

請があったものです。 

申請地は、市立山上小学校から北西へ約９００メートルに位置し、周囲を宅地、

道路、排水路に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人が代表を務める法人は、

山上町内にて葬祭業及び衣料品小売業を営んでおり、法人の事業場所に隣接し

利便性がよく、所有者との話もまとまり、当該申請地を選定されました。 

 土地の利用計画につきましては、マイクロバス３台と来客用３９台の駐車場と

して利用される計画であります。 

土地の造成計画につきましては、耕土を３０センチメートル鋤取り、１メート

ル盛土をした後、砕石１０センチメートル、乗入部のみアスファルト舗装１０

センチメートル仕上げとする計画です。雨水については、敷地内に会所桝を設

け集水し、排水路へ排水するとしています。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のであることから、例外的に許可できるものです。 

資金については、全額自己資金にて調達され、添付書類についても問題はあり
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ませんでした。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号３についてご説明いたします。 

本件は、中岸本町に居住する者が、中岸本町地先の農地１筆、面積４９９平方

メートルの土地を交換により取得し、住宅として利用するために転用の申請が

あったものです。 

申請地は、市立湖東第三小学校から南東へ約１．２キロメートルに位置し、周

囲を道路、畑に囲まれた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、アパートで居住している譲受人

の娘家族が帰ってきて、譲受人宅で同居することになりました。そこで、これ

を機に現在の住宅を娘夫婦に譲り、新たに譲受人夫婦の住宅を建設することを

計画された結果、同じ町内で所有者と交換の話がまとまったことから当該申請

地を選定されました。 

     土地の利用計画につきましては、建築面積が１２０．９０平方メートルの住宅

建設と自家用車及び来客者用の駐車場として利用される計画であります。 

土地の造成計画につきましては、耕土を２０センチメートル鋤取り、８０セン

チメートル盛土をした後、転圧して仕上げる計画です。雨水については、既存

の道路側溝へ放流されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

     集落に接続して設置される住宅であることから、例外的に許可できるものです。 

資金については、自己資金と親族からの借入金にて調達され、添付書類につい

ても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号４についてご説明いたします。 

本件は、近江八幡市に居住する者が、南花沢町地先の農地２筆、合計面積１３

８平方メートルの土地を売買により取得し、土蔵及び庭として利用するために

転用の申請があったものです。 

     なお、本案件については、譲渡人の先代が昭和３９年以前から農地法の許可を

受けずに土蔵及び庭として利用していたとして、顛末書付きの申請となってい

ます。 

     申請地は、ひばり公園から東へ約８５０メートルに位置し、周囲を道路、宅地、

畑に囲まれた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は、現在近江八幡市に住

宅がありますが、家族が増え手狭となったことから、市街地を離れて生活する

ことを希望されました。申請地周辺環境が、申請者の希望と合致したことから、

今回の申請に至ったものです。 

     土地の利用計画につきましては、隣接する宅地も含めて取得し、既存の住宅や

土蔵、庭をそのまま使用される計画です。 

土地の造成計画につきましては、顛末案件のため現状のまま使用されます。雨

水については、既存の側溝へ放流されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地
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であることから、第２種農地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の日常生活上必要な施設で、集落に接続して設置され

るものであることから、例外的に許可できるものです。 

資金については、全額自己資金にて調達され、添付書類についても問題はあり

ませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号５についてご説明いたします。 

本件は、今堀町に所在を置き電気工事業を営む法人が、蛇溝町及び今堀町地先

の農地４筆、合計面積１，４７６平方メートルの土地を使用貸借により権利取

得し、資材置場及び重機置場として利用するために転用の申請があったもので

す。 

申請地は、近江鉄道長谷野駅の隣に位置し、周囲を道路、雑種地、鉄道用地に

囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、借人である法人は、事業拡大を

計画され、社員を現在の２７人から１０人増員する予定です。これに伴い、社

用車を１０台とユンボを２台、ダンプを３台増大する計画であるため、現在資

材置場と駐車場として使用している敷地では駐車スペースが不足することから、

資材置場を移設するための新たな敷地確保を検討された結果、利便性を考慮し

会社から近い当該申請地を選定されました。 

     土地の利用計画につきましては、現在の敷地内に保管している配管や電気関係

の資材や砕石、砂並びに廃材の仮置き場、現在の敷地に置ききれないダンプ及

び重機の駐車場として利用する計画であります。なお、現在の敷地は駐車場と

してそのまま利用されます。 

土地の造成計画につきましては、１メートル盛土をした後、転圧で仕上げる計

画です。雨水については、敷地内で集水し浸透桝で処理されます。 

     申請地は、鉄道の駅から５００メートル以内の区域であることから、第２種農

地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のであることから、例外的に許可できるものです。 

資金については、全額自己資金にて調達され、添付書類についても問題はあり

ませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号６についてご説明いたします。 

本件は、彦根市に居住する者が、沖野三丁目地先の農地４筆、合計面積２，９

７４平方メートルの土地を売買により取得し、駐車場及び資材置場として利用

するために転用の申請があったものです。 

     申請地は、ひまわり幼児園の東隣に位置し、周囲を宅地、雑種地、道路に囲ま

れた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は、申請地の近くで電気

や水道工事業の事務所を構えておりますが、事業拡大に伴う資材倉庫の建設と

設置済みの太陽光発電施設の増設を計画されました。これにより、資材置場の

スペースが縮小するため、新たな土地を探しておられたところ、利便性を考慮

して事務所から近い当該申請地を選定されました。 

     土地の利用計画につきましては、従業員用、営業用及び作業用車両の３４台分
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の駐車場と砕石や砂、建設資材の保管場所して利用される計画であります。 

土地の造成計画につきましては、耕土を３０センチメートル鋤取り、５０セン

チメートルの盛土をされた後、転圧仕上げとされる計画です。雨水については、

敷地内に排水溝と吸込槽を設置し浸透処理されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のであることから、例外的に許可できるものです。 

資金については、全額自己資金にて調達され、添付書類についても問題はあり

ませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号７についてご説明いたします。 

本件は、宮川町に居住する者が、宮川町地先の農地１筆、面積２６平方メート

ルの土地を交換により取得し、駐車場として利用するために転用の申請があっ

たものです。 

なお、もう一方の交換につきましては、宅地となります。 

申請地は、市立蒲生北小学校から西へ約４５０メートルに位置し、周囲を道路、

畑、宅地に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は申請地の隣に住宅があ

りますが、所有する自家用車８台を駐車するには敷地が狭いため、住宅に隣接

し利便性のよい、当該申請地を選定されました。 

     土地の利用計画につきましては、自家用車１台分の駐車場として利用する計画

であります。 

土地の造成計画につきましては、耕土を２０から７０センチメートル鋤取りし

た後、転圧仕上げとする計画です。雨水については、地下浸透で処理されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の日常生活上必要な施設で、集落に接続して設置され

るものであることから、例外的に許可できるものです。 

資金については、全額自己資金にて調達され、添付書類についても問題はあり

ませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

     いずれの案件も、一般基準において基準に抵触するものはなく、農地法第５条

第２項に基づき審査いたしましたところ、転用許可相当と判断いたしました。 

 

     以上、ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

本案については、事前調査がなされておりますので、調査の報告を求めます。 

 

７ 番  ７月６日に〇〇〇〇委員と私と事務局で現地調査を行いましたので、その結果

を報告します。 
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     １番の太陽光発電施設ですが、申請地は昨年までは耕作されていましたが、耕

作も困難な状況となり、活用を検討されていた譲渡人から売買により施設を設

置されるものです。集落居住地の南側に面しており、反射等による周辺環境へ

の影響はないと考えます。申請地近くにおいても別事業者が大規模な太陽光発

電施設を造成中であり、隣接農地についても支障は無いと思われますので、許

可相当と判断します。 

 

     ２番の貸駐車場ですが、譲受人は葬祭業を営む法人の代表で、申請地を売買で

取得し、法人に駐車場として貸されます。土地は盛土して周辺の道路高や事業

所の既存敷地高さに合わせて国道横の排水路に雨水排水されます。国道側に出

入口を設けられるため道路法による許可も必要となりますが、総じて特に問題

はなく、許可相当と判断します。 

 

     ３番の住宅ですが、先ほど１号議案の９番と１０番で交換される当事者の申請

地です。譲受人の子こども夫婦の家族が実家に住まわれるのを機に、ご夫婦が

本地に転居される予定です。耕作道路も狭く既成田であり、生産性の低い農地

でありますことから、活用方法としては止むを得ないものと判断します。 

 

     ４番の土蔵と庭ですが、市外在住の譲受人が県外在住の譲渡人所有の住宅を売

買により取得し居住されますが、譲渡人の先代が住宅に隣接した土蔵と庭を未

転用で使用されていた顛末案件です。集落居住地内にあることから止むを得な

いものと判断します。 

 

     ５番の資材置場及び重機置場ですが、地元電気設備工事会社が事業拡大に伴い、

近江鉄道の線路と県道に挟まれた不耕作農地を使用貸借にて活用されるもので

す。周辺沿道には同様の用途が他にもあります。県道が狭く交通量も多いため、

今後の農地管理は困難であり生産性も低いことから、道路整備と合わせた土地

利用を考えた場合、止むを得ないと判断します。 

 

     ６番の貸駐車場及び貸資材置場ですが、譲受人は申請地の近くで電気や水道工

事業の事務所を構えている法人の代表です。事業拡大に伴い、資材倉庫等の建

設を計画されており、現在使用されている駐車場と資材置場のスペースが減少

するため、申請地を新たに利用されるものです。居住区内の農地であり、非効

率で生産性も低いと思われることから、業務上の必要な施設として止むを得な

いと判断します。 

 

７番の駐車場ですが、譲受人家族の自家用の駐車スペースが狭いことから隣接

する申請地を交換で取得し利用されるものです。集落居住地内であり、特に問

題はなく許可相当と判断します。 

 

     以上、調査報告とします。 

 

議 長  事務局の説明及び調査報告が終わりました。それでは、審議に入ります。 

 

議 長  １番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

  それでは、２番について、何かご意見はございますか。 
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（異議なし） 

それでは、３番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、４番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、５番について、何かご意見はございますか。 

 

９ 番  前面の県道が狭く交通量も多いことから危険性もあり、耕作には不適地である

と考えます。道路を含めた土地利用を図っていく必要があると考えます。 

 

事務局  確かに道路は狭く安全性が確保できない場所であると思います。道路の法面が

転用の造成盛土により埋まりますので、この部分は道路法により事業者と県が

協議され、路肩の拡幅や水路を設けるなどの措置が条件として付されると考え

ます。 

 

議 長  他に意見はありませんか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、６番について、何かご意見はございますか。 

 

１５番  資材置場で転用許可を得ながら、住宅分譲のようにされる事業者がいるが、こ

の案件も将来的にその様な可能性があるのではないか。 

 

事務局  その様な事案があり、関係部署と連携しながら事業者を指導しているところで

す。 

 

９ 番  事案の現場を見せていただいたが、農地法違反とするなら、農業委員会も徹底

した指導力を発揮する必要があると思いますので、事務局の考えを伺います。 

 

２ 番  どの様な指導なのですか。 

 

事務局  違反については、事業者を呼び出し指摘し、転用許可用途での使用や農地への

原形復旧などについて、都市計画部局等の関係部局とも連携して指導に当たっ

ています。 

 

８ 番  事案の現場は営農が非常に困難で農地としての利用に適さない場所であり、地

元も農地以外への利用を期待されています。転用確認を行う農業委員としては、

資材置場であったものが用途の違うものに変わってしまうことが、どれだけ影

響があるのか困惑を致しますので、今後の対応方針的なものがあればよいと思

います。 

 

議 長  お話しの事案については、事務局において今後の対応をお願いします。 

     他に意見はありませんか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、７番について、何かご意見はございますか。 
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         （異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第３号につきまして採決に移ります。 

本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第４号「東近江市農用地利用集積計画（案）について」を議題と致

します。 

     それでは、事務局の説明を求めます。 

 

主 事  議案第４号東近江市農用地利用集積計画（案）を説明します。 

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により市が農用地利用集積計画

を定めるものです。 

 

農用地利用集積計画は７月３１日の公告を予定しておりまして、公告によって

利用権が設定されることになります。 

 

      今回、所有権移転はありませんでした。利用権設定は１４件２４筆、５３，３

０６平方メートルです。設定を受ける認定農業者は３名で３９，０６９平方メ

ートルが集積されており、認定農業者への集積率は約７３パーセントです。 

 

     まず、議案の１ページから６ページが所有者と耕作者による貸借の利用権設定

の議案になっております。 

 

本案については、農用地の効率利用、安定的に農業経営を行うと考えられます

ことから、農用地利用集積計画（案）の決定をお願いするものです、どうぞよ

ろしくお願いします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

それでは、審議に入ります。本案につきまして何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは採決に移ります。本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員賛成と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第５号「東近江農業振興地域整備計画の一部変更について」を議題

と致します。 

     それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  本案の説明は、農業水産課主幹から説明の後、農業委員会事務局から見解を説

明します。   
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主 幹  令和２年４月に申出がありました東近江農業振興地域整備計画の一部変更につ

いて説明させていただきます。 

 

１件目について説明いたします。 

本件の申出人は、東京都新宿区西新宿〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇株式会社代

表取締役〇〇〇〇さんで、電気通信事業法による携帯電話無線基地局新設のた

めに除外申請をするものです。 

計画は、弱電波、不通話区域の解消を目的として、申出地周辺の安定した通信

品質の確保を図るため用地を選定され、無線基地局を設置するものです。 

申出地は、尻無町字笹原〇〇〇〇番の一部で、登記地目田、現況地目田、除外

面積は、８平方メートルです。 

規模も携帯電話基地局のアンテナを設置するコンクリート柱と無線機器類を設

置する必要最小限となっています。 

土地改良事業は、昭和５９年国営かんがい排水事業愛知川地区、平成１６年県

営かんがい排水事業愛知川地区、平成１６年県営ほ場整備事業玉緒中部地区尻

無工区の実施の地区です。 

なお、地元土地改良区、世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策活動の意見書

については、問題ありませんでした。 

また、この案件については、農地転用許可が不要でかつ農振の開発許可も不要

な公共性の高い案件であり、事業実施中もしくは実施後にすみやかに農振農用

地区域とするべき土地でなくなったとして除外する事となっております。 

 

事務局  それでは、農地転用の許可見込み並びに、このことに伴う農業振興整備計画の

一部変更における農業委員会の見解を説明いたします。 

 

本件については、携帯電話無線基地局新設であり、農地法施行規則５３条第４

号の規定（土地改良事業による事業のため）により許可不要で、農振除外はや

むを得ないと判断します。 

 

主 幹  ２件目について説明いたします。 

本件の申出人は、大阪市淀川区西中島〇〇〇〇〇〇〇〇〇、株式会社〇〇〇〇

〇〇代表取締役〇〇〇〇さんです。 

申出人は、コンクリート製品の製造業を営んでいますが、近年の鉄道・道路網

の整備に伴い PCコンクリート製品の需要が大幅に多くなり、既存の敷地では製

品の製造増加と養生・保管場所の確保が難しく緊急の問題となることから、既

存の敷地に隣接している土地で一体的に利用するために敷地拡張されるもので

す。 

また、製品の養生・保管場として効率性、安全性を考慮した面積とされていま

す。申出地は、五個荘和田町字五位田〇〇〇番の一部（外４筆）で、登記地目

田、用悪水路、現況地目田、用悪水路、除外面積は７，０２８．８６平方メー

トルです。 

規模もコンクリートの製品置場として確保する必要最小限とされています。 

土地改良事業は、昭和５９年国営かんがい排水事業愛知川地区、平成１６年県

営かんがい排水事業愛知川地区、昭和６２年県営ほ場整備事業五個荘西部地区

の実施の地区です。 
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なお、地元土地改良区、農村まるごと保全向上対策活動の意見については、問

題はありませんでした。 

 

事務局  本件については、第１種農地ですが、既存施設の拡張で拡張部分の敷地の面積

が既存施設の面積の敷地の２分の１を越えないものであり、転用の確実性があ

り、周辺の農地の営農条件への支障はないことから、転用許可見込みはあり、

農振除外はやむを得ないと判断します。 

 

主 幹  ３件目について説明いたします。 

申出人は、滋賀県長浜市山階町〇〇〇番地、〇〇〇〇〇〇〇〇株式会社代表取

締役〇〇〇〇さんです。 

現在、物流倉庫を営んでいる申出人が、荷主の需要が多く、現在の倉庫では足

りない状況が発生しているため、新規倉庫の建築を進めておられるが、現状で

は従業員駐車場及びトラックの駐車場が不足することから既存倉庫及び新規倉

庫の隣接地で一体的に利用するために敷地拡張を行うものです。   

また、大型トレーラーの導入に伴いトレーラーが旋回及び駐車できる広さが必

要であり、不足している倉庫（低温倉庫）も併せて整備する計画です。 

申出地は、上岸本町字宮の北岸〇〇〇番（外８筆）で登記地目用悪水路、田、

現況地目用悪水路、畑、除外面積は１８，９６６平方メートルです。 

土地改良事業は、昭和５９年国営かんがい排水事業愛知川地区、平成１６年県

営かんがい排水事業愛知川地区、昭和４８年農業構造改善事業上岸本地区の実

施地区です。 

なお、地元土地改良区、地元農業組合の意見書については、問題ありませんで

した。 

 

事務局  本件については、第１種農地ですが、既存施設の拡張で拡張部分の敷地の面積

が既存施設の面積の敷地の２分の１を越えないものであり、転用の確実性があ

り、周辺の農地の営農条件への支障はないことから、転用許可見込みはあり、

農振除外はやむを得ないと判断します。 

 

主 幹  ４件目について説明いたします。 

申出人は、大沢町〇〇〇番地、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇さんです。 

現在、〇〇〇が管理する神社及び地蔵院に駐車場がなく、境内地内にも駐車場

を確保できず、地元行事には路上駐車をせざる得ない状況となっていることか

ら隣接する土地に駐車場を確保されるものです。 

また、主に歩行が困難な高齢者や送迎用の車両を駐車するのに必要な面積規模

とされています。 

申出地は、大沢町字松林〇〇〇番〇で登記地目田、現況地目雑種地、除外面積

は、１８９平方メートルです。 

土地改良事業は、昭和５９年国営かんがい排水事業愛知川地区、平成１６年県

営かんがい排水事業愛知川地区実施の地区です。 

なお、地元土地改良区、世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策活動の意見書

については問題ありませんでした。 

 

事務局  本件については、第２種農地ですが、住宅その他申請に係る土地の周辺におい 
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て、居住する者の日常生活又は業務上必要な施設で集落に接続して設置される

ものであり、転用の確実性があり、周辺の農地の営農条件への支障はないこと

から、転用許可見込みはあり、農振除外はやむを得ないと判断します。 

 

事務局  以上のことから、事務局の意見案としましては番号１から番号４までにつきま

しては、除外は止むを得ないと判断します。 

 

議 長  除外説明並びに見解説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

議案第５号について、何かご意見はございますか。 

 

２ 番  ３件目についてですが、申請地の中に排水路がありますが、除外の区域に含ま

れるのですか。 

 

主 幹  今回の除外申請の区域に排水路も含まれます。 

 

議 長  他に意見はございませんか。 

 

議 長  それでは、質疑を終了し、議案第５号東近江農業振興地域整備計画の一部変更

につきまして採決に移ります。 

本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員賛成と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第６号「土地改良事業に係る非農用地区域の設定について」を議題

と致します。 

     それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  今回、事業主体の〇〇〇〇〇〇土地改良区から土地改良法に基づき、団体営土

地改良事業の計画段階で非農用地区域を設定することについて農業委員会に意

見を求められているものです。 

 事業内容についてですが、別紙資料をご覧区ください。 

     現在、国営土地改良事業湖東平野地区におきまして、永源寺ダム湖内掘削工事

で、約３８万立方メートルの掘削土の搬入を行った池之脇地先の山林において、

現地の形状が変わり公図及び登記簿の整理ができていないため、団体営土地改

良事業の換地処分の手法を用いて整理を行います。 

     事業の全面積は２．３ヘクタールで、そのうち非農用地面積は０．６ヘクター

ルです。 

団体営土地改良事業の場合、関係農業委員会へ意見照会をしなければならない

となっています。 

農業委員会事務局における意見としましては、登記地目は山林、雑種地

の非農地であることから、意見は無い旨を回答したいと考えます。以上

です。 
 

議 長  事務局の説明が終わりました。 
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     何かご意見はございませんか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、質疑を終了し、議案第６号土地改良事業に係る非農用地区域の設定

につきまして採決に移ります。 

本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員賛成と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、事務局長の専決事項として処理しております報告第１号「農地法第４条

第１項第８号の規定による農地転用届出の報告について」、報告第２号「農地

法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出の報告について」、報告第３

号「農地法第３条の３第１項の規定による届出の報告について」、報告第４号

「農地の貸借権の合意解約の報告について」を事務局に一括して報告を求めま

す。 

 

事務局  それでは、報告第１号から報告第４号まで、一括して報告させていただきます。 

まず、報告第１号、農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用届出の報

告についてを報告させていただきます。 

議案書１１ページをご覧ください。 

 

番号１について、ご説明します。 

本件は、神郷町に居住する者が、自ら所有する佐生町地先の農地、面積８４平

方メートルの土地をガレージとして利用する為に届出があったものです。 

届出地は、滋賀県消防学校から西へ約９００メートル離れた「第 1 種中高層住

専」内に位置します。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

以上、届出地１件は、道路と住宅、田に囲まれた一角で、付近には影響もなく

適正と認め受理したものです。 

なお、受理通知につきましては、東近江市農業委員会規程第１４条「事務局長

の専決事項」第８号「農地法第４条第１項第８号又は第５条第１項第７号に基

づく届出の処理に係る委員会の権限」により交付しております。 

 

事務局  次に、報告第２号、農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出の報

告についてを報告させていただきます。 

議案書１２、１３ページをご覧ください。 

 

番号１についてご説明します。 

本件は、五個荘宮荘町で不動産業を営む者が、長勝寺地先外の農地全３１筆、

全面積１２,２１１．８４平方メートルの土地を売買により権利取得し、分譲宅

地として利用するために転用の届出があったものです。 

届出地は、県立消防学校から西へ約５６０メートル離れた、「第１種中高層住

専」に位置します。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 
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 １４ページをご覧ください。番号２についてご説明します。 

本件は、佐野町で不動産業を営む者が、佐生町地先の農地の３筆、面積４６７

平方メートルの土地を売買により権利取得し、住宅販売として利用するために

転用の届出があったものです。 

届出地は、県立消防学校から西へ約９００メートル離れた、「第１種中高層住

専」に位置します。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

以上、届出地２件は、周囲を道路と田、宅地等に囲まれており、付近への影響

もなく適正と認め受理したものです。 

なお、受理通知につきましては、東近江市農業委員会規程第１４条「事務局長

の専決事項」第８号「農地法第４条第１項第８号又は第５条第１項第７号に基

づく届出の処理に係る委員会の権限」により交付しております。 

 

事務局  次に、報告第３号、農地法第３条の３第１項の規定による届出の報告について

を報告させていただきます。 

議案書１５ページから１７ページをご覧ください。 

 

    今回の番号１番から番号１９番につきましては、全て相続により所有権を取得

されたものです。 

届出人について、「あっせん希望の有無」については、番号１２が「有」となっ

ており、その他のすべては「無」となっております。 

「あっせん希望の有」の番号１２につきましては、現在、事務局側で届出人の

意向を確認し、この内容結果によりあっせん活動に取り組んでいます。 

なお、届出をされた者への受理通知につきましては、届出された農地について

「農地台帳」等関係書類により確認後、第１４条「専決事項」第９号「その他

軽易な事項に関すること」の規定に基づき、事務局長の専決により交付してお

ります。 

 

事務局  続いて、報告第４号、農地の貸借権の合意解約の報告についてを報告させてい

ただきます。 

議案書１８ページから１９ページをご覧ください。 

 

    賃貸借及び使用貸借の合意解約について説明をします。 

賃貸借権の合意解約につきましては、１番のみです。 

続いて記載の使用貸借の合意解約につきましては、１番から４番です。 

なお、合意解約内容及び解約理由につきましては議案書記載のとおりです。 

 

事務局  以上、報告第１号から報告第４号の報告とさせていただきます。 

 

議 長  事務局の報告が終わりました。 

ただいまの報告事項について、何かご意見はございますか。 

 

議 長  特にないようですので、これで「報告事項」を終わります。 

 

議 長  以上で本日の議事及び協議、報告案件はすべて終了致しました。 
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これをもって令和２年度、第４回、７月期の月例総会を終了致します。 

長時間のご審議ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し、その相違ないことを証するために署名する。 

 

 

議 長  〇〇 〇〇 

     

     

１９番  〇〇 〇〇 

 

 

２０番  〇〇 〇〇 


